
秋田県の食生活パクーンに関する研究（第 2報）

-3歳児と母親の栄養状況ー

菊地亮也＊ 富樫美和子＊ 今野喜代子＊

伊藤玲子＊ 船木章悦＊ 足立冬子＊

松井ク ヵ＊＊高橋智香子＊＊佐藤ユキ＊＊

五十嵐民＊＊小野洋子＊＊＊富樫洋子＊＊＊

I はじめに

第 1報l)で述べた如く，妊娠から乳児，幼児の身体発

育にあわせ，その栄養摂取の Followupを行なうこと

としているが，一方，横断的調査として本年は 3歳児と

その母親の栄養調査を行ったので報告する．

:n: 調査対象および方法

A.調査地区・対象

第 1報同様秋田県河辺町在住の昭和50年 7月の時点

で， 3歳～4歳未満の男児 1名・女児5名計12名と，そ

の母親の24名である．

B．調査期日

3歳児と母親の食事調査は昭和50年 7月17• 18日の2

日間実施し，あわせて，児の健康診査と母親について栄

養に関する計測，尿，血液などの検査を実施した．

c.調査内容・方法

栄養調査，健診，検査などは第 1報と同じである．

圃 調査結果および考察

A.栄養調査成績

1． 母親と 3歳児の栄養摂取量およびミネラル分析値

（表 l)

母親の栄養摂取量を栄養所要量2)に比べてみると，鉄

13叩，ビクミンC69町で，所要最に達しているが，他の

エネルギー，たん白質，カルシウム， ビクミンなどは，

＊秋田県衛生科学研究所
＊＊秋田保健所
＊＊＊河辺町役湯

かなり低い摂取率を示している．ビタミンCも調理の損

失約50％をみると必らずしも所要量をみたしているわけ

でもなく，全般に，各栄蓑素の摂取向上が望まれる．個

人差の多くみられるものにビクミ ‘/A, 動物性脂質など

がある．

3歳児の栄養摂取量については栄養所要量に比べ，母

親 同 様 鉄 8.7mgで所要鼠に達しているが，その他は，

各栄養素の摂取不足が目立ち，とくに，発育期に必要な

カルシウムが65％の充足率である．食塩は 1日69の摂

取蜃であり，成人の目標10~129とした場合， 3歳児と

しては，かなり多い摂取菫と考えられる．

母と児の摂取量の関係をみると，たん白質，動たん，

カルシウム，食塩，ビクミ‘1/ B•Cに有意な相関がみら

れる・(P<o.os)このことは母が，たん白質， カルシウ

ム，ビクミンの低摂取の場合，そのまま小児に影響する

ことを意味するものであり，母親の食事への認識を高め

ていかなければならない．

2. 母親と 3歳児の栄養比率および食品数

（表2)

母親の栄猜比率は，動たん比SO%, たん白質エネルギ

一比15％，脂質ニネルギー比19％，糖質エネルギー比65%

で，第 1報に示した乳児の母親と，ほとんど同じである

が，動脂比が低く，穀類エネルギー比が若干高い．

食品数は18で，乳児の母親31よりかなり少ない．

3歳児の栄猜比率は，動たん比は47％で成長期の目標

値45％以上である．たん白質エネルギー比は13％で目標

値の男児13%, 女児12％と，同率を示し，脂質エネルギ

一比が若干低く，糖質エネルギー比が高率を示してい

るものと考えられる．食品数は17で母親より 1食品少な

I,ヽ．

母児間の栄没比率の関係は，たん白質，および，糖質

エネルギー比に有意な相関がみられた．
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表1． 栄養擬取量（ 1人 1日当たり）

,;]  ＊ ＊ ＊ 平均値・標準偏差性別 平 均 エネ たん白質動たん脂質動脂糖質カルシウ
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表2. 栄養比率・食品数 (l人 1日当たり）

＊ 

対象 I 平均値・標準偏差数性月1J | ＊ 

況平均襄 弓門エネ たん白召脂ニネ エネ
食品数N 動たん比 動脂比 ル質ギー比％糖ル質キー比％ 

変異係 虐エネル
％ ％ 一比 ％ 

M 土 S.D. 
I 

28.3 12I 悶 45 I 叶 叫 1:I 賃
18 

18 2 

母 c.v 
%1  I 

241 401 261 201 321 12| 11 

最大値～最小値 I I 70~291 75~21! 78~291 18~10 28~61 78~55l22~15 

男 I
3.5 

71 4~1 碧l
310 5 悶 19 ， 68 16 

11 3 
M 土 S.D.

3 

女 I 3. 41 5| 
4， 6 50 40 

1~1 2:I 
651 19 

19 11 
6 ＇ ＇ 

2 

歳 M土S.D. 男・女 l 3.5¥ 12¥ 
47 8 51 

37 I 悶l 賃 悶
17 

17 II 3 

児
c.v 

%1  
I I 

171 331 301 231 351 151 18 

最大値～最小値
I 

I 61~341 82~301 48~211 18~81 30~41 85~541 21~10 

下段s.D． ＊母児間に有意な相関あり

3． 母親l::.3歳児の食品群別摂取量（麦3)

母親については食糧構成3)に比べほとんどの食品群が

下回り，とくに，油脂類，果実類，緑黄色野菜，卵類，肉

類が少ない．逆に多い食品群は，菓子，その他の野菜，

魚である．また，第 1報の乳児の母親に比べ多い食品群

は，油，海草，その他の野菜，牛乳のみである．

3歳児について多いものは，菓子類と男児の，みそで，

油脂類，緑黄色野菜，肉類，卵類，乳類の摂取向上が望

まれる．

4. 母親と 3歳児の検査成績（麦4)

a.母親の検査成績

母親の平均身長，体重は，昭和48年国民栄養調査成績4)

26~29歳女性の数値に比べると身長は， 153.3m(S. D. 

5.2)でほぽ同じであり，体重54.1kg(S.D.4.3)で十

4kgの増加である．第 1報の乳児の母親に比べ，体重，

皮下脂肪厚とも高値を示している．血液は，ヘモグロビ

ン12.3'1／払総たん白7.69/d¢，コレステロール160町

／“,中性脂肪60呵／dヽ で，第 1報の乳児の母親とほぽ同

じ値を示している．

b.児の検査成緩

3歳児の身長は，平均男96.6叩 (S.D.3.2) 女95.6

cm (S.D.2.2)であり，体重は，男14.3kg(S.D.1.3 

）女13.9kg(S.D.l.3)で，これを昭和48年国民栄養調

査 3歳の発育値4)に比べると，いづれも，低値を示し

た．身体的には特別の有所見者はみられなかった．

なお，健康診査の一助として， 12名の児に 3歳児精神

検査5• 6)（仮称，秋田方式）を用い児の社会生活能力，

情緒，性格，態度の評定を行なったが，特別問題のある

者はいなかった．
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表3. 食品群別摂取景（ 1人 1日当たり）
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表4. 身体計測および検査成絞

平均値・標準偏差 平均年 体重増減 皮下脂肪厚戸 血圧

対象変異 係数性別襄（月） N 身長体重：；ど上腕背部 1謄部］：］：
虚 kg

M 土 S.D. I 28.31 12/ 15目叫万：f|唸l2閂唱I 11~ 

母 I C. V%| 3181212|23|  13 7 

最大値～最小値 162.5 62.8 +19.4 23.5 30.5 30.0 128 
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男 I 3-51 7 勺：：冒唸I I 
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女 I 3-41 51 行： ~1 門：；闊：ょI I I 

歳 IM土S.D. 男・女 3.51 12 竺：； 閲 悶：； I I I 

児 I C. V % I I I 31 91 51 I I I 

最大値～最小 値 r--1 塁認塁．魯塩：~1 I 

1IIInHg 王査検 血液検査

最小たん白 糖 ；；グロ 1総たん白胴ど~I中性脂肪1 血糖
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下段S.D.
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IV まとめ

昭和50年秋田県河辺町で実施した． 3歳児と母親の栄

養調査の結果は次のとおりである．

1. 母児とも栄養摂取量は，栄養所要量に比べ，鉄，

ビタミンC以外は，かなり，低い摂取率を示し， 3歳児

のカルシウムは65％の充足率である．

母児間の摂取盤の関係は，たん白質，動たん，カルシ

ウム，食塩，ビタミ ‘./B1,Cに有意な相関がみられた．

2. 母親の栄養比率は乳児の母親と大差がないが，摂

取食品数が少ない．

母児間に，たん白質，糖質熱星比に有意な相関がみら

れた．

3, 母親の食品群別摂取鼠は，食糧構成に比べ，とく

に，油脂類，果実類，緑黄色野菜，卵類，肉類の摂取不

足が目立つ．
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